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第
五
九
回
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
は
八

月
二
〇
日（
土
）、
秋
田
県
消
防
学
校
放
水

訓
練
場（
由
利
本
荘
市
岩
城
）に
お
い
て
行

わ
れ
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
二

年
続
け
て
中
止
さ
れ
て
い
た
の
で
、
三
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
前
回
大
会
の
優
勝
団
か

ら
優
勝
旗
が
返
還
さ
れ
た
後
、
神
部
秀
行 

秋
田
県
副
知
事
、髙
橋
正
尚
秋
田
県
消
防

協
会
長
に
よ
る
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
渡
辺

明
秋
田
県
消
防
学
校
長
か
ら
審
査
長
指

示
が
あ
り
、能
代
市
消
防
団
幸
坂
剛
副
分

団
長
が
選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
内
九
支
部
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
九
分
団
、
ポ
ン
プ

車
操
法
の
部
に
七
分
団
が
出
場
し
、
日
ご

ろ
の
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で

は
、
三
種
町
消
防
団
第
五
分
団
が
優
勝
、

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
は
、
能
代
市
消
防

団
第
一
二
分
団
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　

競
技
結
果
は
、
別
記
の
と
お
り
で
す
。

第
五
九
回

第
五
九
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

秋
田
県
消
防
操
法
大
会

第
五
九
回

第
五
九
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

秋
田
県
消
防
操
法
大
会

第
五
九
回 
秋
田
県
消
防
操
法
大
会

能代市消防団第12分団 三種町消防団第５分団
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第59回秋田県消防操法大会成績表
【小型ポンプ操法の部】

順　位 出　場　団　名 タイム（秒） 総得点（点）
優　勝 三種町消防団第５分団 42.70 93.0
第２位 美郷町消防団第２分団 44.25 90.0
第３位 小坂町消防団第４分団 44.05 89.5
優秀賞 東成瀬村消防団第３分団 44.76 86.5

横手市消防団十文字支団第３分団 44.27 85.5
秋田市消防団飯島分団 44.88 85.5
大館市消防団第１３分団 44.30 84.5
由利本荘市消防団東由利分団 46.99 80.0
井川町消防団第２分団 47.44 79.5

【ポンプ車操法の部】

順　位 出　場　団　名
タイム（秒） 総得点

（点）第１線 第２線
優　勝 能代市消防団能代第１２分団 54.99 64.88 180.5
第２位 鹿角市消防団第５分団 59.35 63.89 173.0
第３位 大館市消防団第１０分団 58.31 68.94 171.5
優秀賞 由利本荘市消防団鳥海分団 56.36 72.82 164.5

大潟村消防団第３分団 56.04 69.64 162.0
横手市消防団十文字支団第４分団 65.27 72.68 153.5
秋田市消防団保戸野分団 72.22 71.66 150.0

【優秀選手賞】

区  分
小型ポンプ操法 ポンプ車操法

出場団名 氏　名 出場団名 氏　名

指揮者 小坂町消防団
第４分団 亀田　憲人 秋田市消防団

保戸野分団 佐藤　聖仁

１番員 三種町消防団
第５分団 田村　悠人 秋田市消防団

保戸野分団 竹越　　満

２番員 秋田市消防団
飯島分団 新沼　光拓 能代市消防団

能代第12分団 齊藤　穂高

３番員 三種町消防団
第５分団 新堀　　慎 大館市消防団

第10分団 金光寺弘樹

４番員 大館市消防団
第10分団 横渕　孝彦

横手市消防団十文字支団第３分団 大館市消防団第10分団

　

大
会
審
査
班
長

　
　
　

秋
田
県
消
防
学
校　

齋
藤
広
幸

■
総　
　

合

　

三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
年
度

は
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
と
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
操
法
要
領

の
大
幅
な
改
正
が
あ
り
、
訓
練
開
始
当
初

は
戸
惑
っ
た
部
分
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
今
年
度
は
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
の

競
技
審
査
の
講
評

全
国
大
会
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
選

手
の
士
気
が
非
常
に
高
く
、
白
熱
し
た
競

技
に
な
り
ま
し
た
。

　

全
体
的
に
は
、
規
律
、
節
度
、
タ
イ
ム

等
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
が
発
揮
さ
れ

た
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
、
ホ
ー
ス
ラ
イ
ン

の
蛇
行
、
規
定
外
圧
力
送
水
、
基
本
動
作

に
留
意
し
て
訓
練
に
励
ん
で
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

例
年
よ
り
も
タ
イ
ム
が
若
干
遅
く
な
っ

て
い
ま
す
。悪
天
候
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、ホ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
蛇
行
、基
本

操
作
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　

秋
田
県
代
表
と
な
っ
た
三
種
町
消
防
団

の
全
国
大
会
で
の
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

■
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

ホ
ー
ス
の
展
張
、
延
長
動
作
が
雑
な
隊

が
若
干
あ
り
、
ま
た
、
ホ
ー
ス
の
担
ぎ

方
、
注
水
補
助
姿
勢
が
不
安
定
な
隊
や
規

定
外
圧
力
送
水
が
複
数
隊
あ
り
ま
し
た
。

基
本
動
作
の
確
認
、
徹
底
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

秋田市消防団飯島分団
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神
事
の
後
、
髙

橋
正
尚
秋
田
県

消
防
協
会
長
が
、

「
こ
こ
に
合
祀
さ

れ
て
い
る
四
七
柱

の
御
霊
が
不
屈
の

消
防
魂
で
職
責
を

全
う
さ
れ
た
そ
の

崇
高
な
精
神
は
、

県
内
消
防
人
の
鑑

で
あ
り
、
我
々
消

防
人
は
御
霊
の
ご

遺
訓
を
胸
に
、
一
致
団
結
し
て
地
域
住
民

の
安
全
・
安
心
の
た
め
最
善
を
尽
く
す
こ

と
を
誓
い
ま
す
。」
と
祭
主
祭
文
を
奏
上

し
ま
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
神
部
秀
行
秋
田
県

副
知
事
が
、「
四
七
名
の
皆
様
は
、
県
民

の
生
命
、
財
産
を
守
る
と
い
う
崇
高
な
使

命
の
も
と
、
毅
然
と
し
て
災
害
現
場
に
赴

き
、
自
ら
の
危
険
も
顧
み
ず
消
防
防
災
活

動
や
救
助
活
動
に
当
た
ら
れ
、
尊
く
も
そ

の
職
に
殉
じ
ら
れ
た
方
々
で
あ
り
ま
す
。

　

志
半
ば
で
殉
職
さ
れ
た
無
念
や
、
突
然

に
し
て
最
愛
の
ご
家
族
を
失
わ
れ
た
ご
遺

族
の
皆
様
の
深
い
悲
し
み
を
お
察
し
い
た

し
ま
す
と
、
悲
痛
の
思
い
が
胸
に
迫
る
も

の
を
禁
じ
得
ず
、
改
め
て
四
七
名
の
皆
様

　

令
和
四
年
度（
第
九
五
回
）殉
職
消
防
職

･

団
員
慰
霊
祭
が
、九
月
六
日（
火
）秋
田
市

千
秋
公
園
本
丸
の
「
殉
職
消
防
組
員
招
魂

碑
」前
で
、秋
田
県
消
防
協
会
が
祭
主
と
な

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
を
考
慮
し
、
遺
族
は
県
内
在
住
者
に

限
り
ご
案
内
し
た
ほ
か
、
来
賓
、
消
防
協

会
役
員
な
ど
四
四
名
が
参
列
し
ま
し
た
。

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。」
と

慰
霊
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
玉
串
奉
奠
が
行
わ
れ
、
髙
橋

会
長
、
遺
族
を
代
表
し
て
藤
田
美
那
子

様
、藤
田
敦
子
様（
能
代
市
）、来
賓
の
方
々

が
御
霊
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

令
和
四
年
度
殉
職
消
防
職・団
員
慰
霊
祭

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

災
害
の
防
止
と
消
防
活
動
の
安
全
を
誓
う

藤田美那子様　藤田敦子様 神部秀行 秋田県副知事

秋田県消防協会役員 柴田正敏 秋田県議会議長髙橋正尚 秋田県消防協会長
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




















 秋

田
県
総
合
防
災
訓
練

秋
田
県
総
合
防
災
課

　

八
月
二
八
日（
日
）、
秋
田
市
を
会
場
と

し
て
秋
田
県
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
、県
、同
市
、県
警
、消
防
、自
衛
隊
な
ど
、

三
五
機
関
か
ら
約
三
五
〇
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

訓
練
は
、
午
前
八
時
、
秋
田
県
沖
を
震

源
と
す
る
Ｍ
７
．
８
の
地
震
が
発
生
し
、

同
市
で
震
度
６
強
を
観
測
。
沿
岸
部
で
は

津
波
が
来
襲
し
、
建
物
被
害
や
人
的
被
害

が
発
生
。
市
内
各
地
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

寸
断
さ
れ
、
住
家
に
も
被
害
が
発
生
し
た

と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
人
命
救
助
等
の
訓
練
」
で
は
、
土
砂

災
害
発
生
地
点
で
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空

撮
、
自
衛
隊
バ
イ
ク
部
隊
・
消
防
バ
ギ
ー

で
災
害
現
場
外
周
の
検
索
と
情
報
収
集
を

行
い
ま
し
た
。
空
撮
し
た
映
像
は
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
市
災
害
対
策
本
部
に
伝
送
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
自
主
防
災
組
織
・
町
内
会
等
の
訓
練
」

で
は
、
旭
北
小
学
校
周
辺
の
住
民
が
消
防

団
員
の
誘
導
に
よ
り
避
難
所
ま
で
避
難
を

開
始
し
、
途
中
で
発
見
し
た
負
傷
者
に
応

急
手
当
を
行
っ
た
後
、
避
難
所
ま
で
搬
送

し
ま
し
た
。

　
「
避
難
所
の
訓
練
」で
は
、
日
赤
救
護
班

が
避
難
所
内
に
救
護
所
を
開
設
し
た
り
、

妊
婦
な
ど
要
援
護
者
や
ペ
ッ
ト
を
同
行
し

た
避
難
者
の
受
け
入
れ
、
炊
き
出
し
に
よ

る
応
急
給
食
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

応急救護所設置訓練 人命検索救助救出訓練

　

秋
田
市
千
秋
公
園
本
丸
に
建
立
さ
れ
て

い
る
「
殉
職
消
防
組
員
招
魂
碑
」
の
清
掃

は
、
毎
年
、
秋
田
県
消
防
学
校
初
任
教
育

課
程
の
情
操
教
育
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
九
月
六
日（
火
）の
慰
霊
祭
に

先
立
ち
、
八
月
二
三
日（
火
）に
四
七
名
の

入
校
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
全
員
が
「
招
魂
碑
」
に
黙
と

う
を
捧
げ
た
後
、
碑
内
の
枯
れ
葉
や
ゴ
ミ

を
除
去
し
た
り
、
雑
草
な
ど
を
取
り
除
い

た
ほ
か
、
碑
に
付
い
た
コ
ケ
な
ど
の
汚
れ

を
洗
い
流
し
ま
し
た
。

　

入
校
生
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

第
七
六
期
初
任
教
育
入
校
生

殉
職
消
防
組
員
招
魂
碑
を
清
掃

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校

秋
田
県
消
防
学
校
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秋
田
県
消
防
学
校
第
七
六
期
初
任
教
育
の
修
了
式
が
九
月
一
六
日（
金
）、
同
校
の

屋
内
訓
練
場
で
、各
消
防
本
部
消
防
長
な
ど
約
八
〇
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

四
七
名
の
修
了
生
は
、六
ヶ
月
間
の
厳
し
い
訓
練
を
乗
り
越
え
、明
日
か
ら
、そ
れ
ぞ

れ
の
所
属
消
防
本
部
に
着
任
し
消
防
士
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

修
了
式
は
、
渡
辺
明 

学
校
長
が
修
了
生

の
代
表
者
に
修
了
証
書
と
成
績
優
秀
者
に

表
彰
状
を
授
与
し
た
後
、
秋
田
県
知
事
あ

い
さ
つ
（
代
読
）、
来
賓
祝
辞(

工
藤
秋
田

県
消
防
長
会
長
・
髙
橋
秋
田
県
消
防
協
会

長)

と
続
き
、修
了
生
が
答
辞
を
述
べ
、最

後
に
校
歌
を
演
奏
し
て
終
え
ま
し
た
。

■
優　

秀　

賞
（
二
名
）

　
秋
田
市
消
防
本
部 

浅
田　

大
輝

　
秋
田
市
消
防
本
部 

佐
々
木　

秀

■
功　

労　

賞
（
四
名
）

　
北
秋
田
市
消
防
本
部 

石
橋　

操
大

　
に
か
ほ
市
消
防
本
部 

尾
留
川
士
恩

　
湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本
部 

中
野　

敏
樹

　
秋
田
市
消
防
本
部 

佐
々
木　

秀

秋 田 県
消防学校
秋 田 県
消防学校

初
任
教
育
第
七
六
期
修
了
式

初
任
教
育
第
七
六
期
修
了
式

四
七
名
修
了

四
七
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

表
彰
状
授
与

北
秋
田
市
消
防
本
部

消
防
士

　

 

石
橋　

操
大

秋
田
県
消
防
学
校

学
校
長

　

 

渡
辺　
　

明

学
校
長
式
辞
（
要
約
）

修
了
生
答
辞
（
要
約
）

　

四
七
名
の
仲
間
と
厳
し
い
訓
練
や
座

学
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
み
、
雑
談
を
し

た
時
間
が
お
互
い
の
絆
を
深
め
、
一
人
の

社
会
人
、
消
防
職
員
と
し
て
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
地
震
や
異
常
気
象
に
よ
る
大

雨
、
土
砂
災
害
な
ど
各
種
災
害
に
よ
る
悲

惨
な
ニ
ュ
ー
ス
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
こ

う
し
た
中
で
、
私
た
ち
は
地
域
住
民
の
安

心
安
全
を
守
り
、
困
っ
て
い
る
人
を
助
け

た
い
と
い
う
強
い
思
い
と
使
命
感
を
忘
れ

ず
、
消
防
業
務
に
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
半

年
間
、
こ

の
消
防
学

校
で
培
っ

た
こ
と
を

胸
に
、
各

地
域
そ
し

て
秋
田
県

消
防
の
更

な
る
発
展

に
資
す
る

こ
と
を
誓

い
、
答
辞

と
い
た
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
こ
の
半
年
間
、
寝
食
を
と
も

に
し
、夢
を
語
り
合
い
、友
情
を
深
め
、時

に
は
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
切
磋
琢
磨
し
、
時

に
は
仲
間
と
し
て
励
ま
し
合
い
、
同
期
と

し
て
の
絆
を
造
り
あ
げ
ま
し
た
。こ
の
絆

は
、こ
れ
か
ら
の
消
防
人
生
に
お
い
て
、大

き
な
財
産
と
な
る
は
ず
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
明
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
所

属
に
戻
り
、第
一
線
の
業
務
に
就
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
多
く
の
厳
し
く
困
難
な
現
場

が
立
ち
は
だ
か
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。し

か
し
、
世
代
を
超
え
て
築
か
れ
て
き
た
消

防
精
神
を
胸
に
、各
自
の
役
割
を
果
た
し
、

仲
間
と
一
致
協
力
し
て
立
ち
向
か
う
こ
と

に
よ
り
、
必
ず
や
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

　

各
消
防
本
部
、
そ
し
て
地
域
住
民
の
皆

様
も
皆
さ
ん
の
若
い
力
を
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。「
人
を
助
け
た
い
」
と
い
う
消

防
を
目
指
し
た
初
心
を
忘
れ
ず
、
信
念
を

貫
き
、
こ
の
半
年
間
で
成
長
し
た
自
分
を

信
じ
、
堂
々
と
職
責
を
果
た
し
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
れ
か
ら
も
事
故
や
健
康
に
留
意
さ
れ

て
実
り
多
い
人
生
を
歩
ま
れ
、
大
い
に
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
て
お
り

ま
す
。

四
七
名
修
了 

第
一
線
で
の
活
躍
を
期
待

初
任
教
育
第
七
六
期
修
了
式
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第 76 期
初任教育

秋
田
県
消
防
学
校

半
年
間
を

　
　

振
り
返
っ
て

北
秋
田
市
消
防
本
部　

石
橋　

操
大

　

入
校
当
初
、
県
外
か
ら
来
た
身
と
し

て
、
期
待
と
不
安
を
抱
い
て
い
た
。
ま

た
、
総
代
に
任
命
さ
れ
、
失
敗
を
繰
り
返

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。

　

知
り
合
い
も
無
く
孤
独
だ
っ
た
が
、
訓

練
等
で
失
敗
し
た
時
な
ど
周
囲
が
声
を
か

け
て
く
れ
て
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。

　

反
省
点
を
多
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
こ
れ
ら
を
是
正
し
な
が
ら
市
民

の
た
め
尽
力
し
て
い
き
た
い
。

秋
田
市
消
防
本
部　

熊
谷　

里
玖

　

私
は
こ
の
半
年
間
で
消
防
職
員
と
し
て

の
心
構
え
や
基
礎
的
な
技
術
を
身
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
訓
練
や

寮
生
活
の
中
で
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
、
心

身
共
に
成
長
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
至
ら
な
い
点
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
経
験
を
糧
に
こ
れ
か
ら
の
消
防
人
生
に

臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
館
市
消
防
本
部　

菊
地　

逸
平

　

半
年
間
を
振
り
返
る
と
、
様
々
な
知
識

や
活
動
要
領
を
学
ん
で
き
て
、
こ
れ
ら

は
、
こ
れ
か
ら
の
消
防
人
生
の
基
礎
と
な

る
部
分
で
あ
り
、
所
属
に
戻
っ
て
も
勉

強
・
訓
練
を
継
続
し
て
市
民
の
生
命
・
財

産
を
守
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

北
秋
田
市
消
防
本
部　

千
葉　

音
陽

　

半
年
間
を
振
り
返
っ
て
、
体
力
面
で
足

り
な
い
と
こ
ろ
や
礼
儀
な
ど
様
々
な
こ
と

を
学
べ
た
期
間
だ
っ
た
。

　

今
後
も
新
た
な
こ
と
に
挑
戦
し
学
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
先
輩
の

方
達
か
ら
聞
い
た
り
し
て
現
場
で
し
っ
か

り
行
動
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
。

由
利
本
荘
市
消
防
本
部　

小
林　

魁
星

　

半
年
間
の
中
で
一
番
大
切
だ
と
感
じ
た

の
は
継
続
す
る
こ
と
で
す
。
訓
練
も
勉
強

も
繰
り
返
し
取
り
組
む
こ
と
で
自
分
の
も

の
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
消
防
生
活
に
お
い
て
、
一

日
一
日
を
継
続
欲
を
も
っ
て
自
分
を
見
つ

め
直
し
、レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

に
か
ほ
市
消
防
本
部　

山
田　

栞
音

　

こ
の
半
年
間
で
私
は
、
消
防
の
基
礎
的

な
こ
と
を
多
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
消

防
人
で
あ
る
前
に
公
務
員
と
し
て
規
律
や

倫
理
観
を
意
識
し
、
人
と
し
て
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
や
っ
て
き
た
訓

練
や
礼
式
は
、
一
生
忘
れ
な
い
と
思
う
。

　

所
属
に
戻
っ
て
も
常
に
規
律
と
倫
理
観

を
持
っ
て
、
地
域
住
民
の
た
め
、
そ
し
て

自
分
の
た
め
に
、
向
上
心
を
絶
や
さ
ず
頑

張
っ
て
い
き
た
い
。

横
手
市
消
防
本
部　

柴
田　

健
翔

　

日
々
の
訓
練
や
生
活
の
中
で
消
防
職
員

と
し
て
の
自
覚
や
責
任
感
を
養
う
こ
と
が

で
き
た
半
年
間
と
な
っ
た
。

　

ま
だ
ま
だ
半
人
前
の
消
防
職
員
だ
と
感

じ
る
が
、
目
の
前
の
仕
事
に
全
力
で
取
り

組
み
、
一
歩
ず
つ
成
長
し
て
い
き
た
い
。

五
城
目
町
消
防
本
部　

京
野　

温
斗

　

何
も
知
ら
な
い
状
態
で
入
校
し
た
四
月

か
ら
半
年
が
過
ぎ
、
訓
練
の
基
礎
や
消
防

人
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
学
ぶ
こ
と

が
出
来
た
。

　

訓
練
以
外
に
も
仲
間
達
と
の
寮
生
活
や

外
部
講
師
の
講
話
を
糧
に
、
温
か
い
接
遇

を
兼
ね
備
え
た
消
防
士
を
目
指
し
て
い
く
。

鹿
角
広
域
消
防
本
部　

吉
田
ひ
か
り

　

半
年
間
、消
防
の
知
識
、技
術
を
た
く
さ

ん
学
ん
で
き
ま
し
た
。慣
れ
な
い
こ
と
ば

か
り
で
大
変
で
し
た
。体
力
、筋
力
も
消
防

業
務
に
は
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

体
力
づ
く
り
に
励
み
ま
し
た
が
、
今
で
も

足
り
な
い
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

辛
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
周
り
の
学
生

の
お
陰
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

六
ヶ
月
間
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
所
属

で
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

能
代
山
本
広
域
消
防
本
部　

工
藤　
　

響

　

こ
の
半
年
間
で
消
防
の
知
識
、
技
術
だ

け
で
な
く
、
仲
間
と
協
力
す
る
大
切
さ
、

礼
儀
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
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が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の

現
場
に
行
き
、
い
ろ
ん
な
経
験
を
す
る
と

思
い
ま
す
が
、
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

湖
東
地
区
消
防
本
部　

伊
藤　

陽
翔

　

振
り
返
れ
ば
、
長
い
よ
う
で
あ
っ
と
い

う
間
で
し
た
。
体
力
的
、
技
術
的
、
精
神

的
に
優
れ
た
一
流
の
消
防
士
を
目
指
し
、

現
場
で
活
躍
す
る
た
め
の
知
識
や
技
術
を

多
く
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
も
消
防
活
動
を
行
う
上

で
、
迅
速
、
的
確
、
冷
静
に
活
動
す
る
こ

と
の
重
要
さ
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
所
属
に
戻
っ
て
活
動
し
ま
す

が
、
そ
の
中
の
同
期
の
ト
ッ
プ
に
な
れ
る

よ
う
業
務
に
励
み
ま
す
。

男
鹿
地
区
消
防
本
部　

杉
本　

千
尋

　

不
安
と
緊
張
で
迎
え
た
日
か
ら
、
本
当

に
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

座
学
や
訓
練
で
の
学
び
が
知
識
と
し
て

増
え
る
喜
び
を
感
じ
る
と
共
に
、
先
輩
達

の
働
く
姿
を
見
る
と
、
こ
の
ま
ま
で
大
丈

夫
な
の
か
と
不
安
に
思
う
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。

　

で
も
、
礼
式
や
訓
練
で
基
礎
を
、
寮
生

活
で
は
協
調
性
な
ど
色
々
な
こ
と
を
学
べ

た
の
で
、
こ
れ
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
こ

れ
か
ら
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部　

安
藤　
　

海

　

私
は
二
一
年
間
で
、
最
も
早
く
、
最
も

濃
い
充
実
し
た
半
年
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
休
校
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
授
業
時
間
が
短
か
っ
た
で
す

が
、
放
課
後
に
皆
で
集
ま
り
教
え
合
い
な

が
ら
練
習
し
た
こ
と
も
思
い
出
で
す
。

　

四
六
人
に
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝
し
所

属
に
帰
っ
て
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部　

池
邊
龍
之
介

　

こ
の
半
年
間
は
、
毎
日
新
た
な
こ
と
を

学
習
す
る
日
々
で
、
負
け
ず
に
つ
い
て
い

く
こ
と
に
必
死
で
し
た
。
授
業
や
厳
し
い

訓
練
に
よ
っ
て
、
知
識
、
技
術
、
精
神
力

も
高
ま
り
、
日
々
成
長
を
感
じ
な
が
ら
過

ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

所
属
に
戻
れ
ば
更
に
厳
し
い
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
半
年
間
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
な
が
ら
、
頼
ら
れ
る
消
防
職
員

を
目
指
し
た
い
で
す
。
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建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

-26
4
2
9

-11
1

-10

0
-  2
0

-  4
-  6
1
2

186
24
32
78
320
24
49

147
23
23
70
263
19
41

12
2
3
6
23
0
1

121
27
25
79
252
20
31

12
0
3
2
17
1
3

令和４年 令和３年 同期比較
９月 累計 累計９月 年計 ９月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

　

仙
北
市
で
は
、
七
五
歳
以
上
の
高
齢
者

の
い
る
世
帯
を
対
象
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
（
一
個
）
を
無
償
で
設
置
す
る
取
組
を

実
施
し
て
お
り
、
対
象
者
の
申
し
込
み
に

よ
り
、
消
防
団
員
や
市
の
担
当
者
が
訪
問

し
、
警
報
器
の
設
置
と
と
も
に
火
災
予
防

指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
女
性
住
民
か
ら
の
要
望
で
、

初
め
て
女
性
消
防
団
員
が
訪
問
し
ま
し

た
。
設
置
に
は
多
少
時
間
も
か
か
り
ま
し

た
が
、
女
性
の
き
め
細
や
か
な
対
応
と
配

慮
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
八
月
の
豪
雨
で
は
、
避
難
所
開

設
の
際
に
、
市
職
員
と
共
に
女
性
消
防
団

員
が
受
け
入
れ
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

避
難
者
が
高
齢
の
女
性
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
女
性
消
防
団
員
が
寄
り
添
う
こ
と

で
、
不
安
な
く
過
ご
せ
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
今
年
か
ら
山
菜
採
り
遭
難

事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
す
る
な

ど
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
で

女
性
消
防
団
員
の
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い

き
ま
す
。

女
性
消
防
団
員
の
新
た
な
活
動

〔
情
報
提
供
＝
大
仙
仙
北
美
郷
支
部
〕

　

災
害
時
に
あ
っ
て
は
、
男
性
消
防
団

員
、
女
性
消
防
団
員
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分

担
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
、
市

民
の
安
全
安
心
を
守
る
た
め
の
下
支
え
が

出
来
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。


